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A．研究目的 

 国民、医療者を対象に CKD 早期発見、受診勧奨、

専門医受診に資する資材を作成する。 

 

B. 研究方法 

◯普及啓発資材活用の実態調査                                                    

 全国で使用されている普及啓発資材を調査し、

好事例や課題について抽出し、資材の開発に活用

する。 

 

◯普及啓発資材の開発 

 未病の国民、生活習慣病等 CKD リスクを有する

国民に対し、CKDの重要性の啓発にフォーカスした

平明な内容の普及啓発資材資材を開発する。 

 さらに、尿異常の検査結果のみかた、蛋白尿の重

要性を説明する資材を開発する。 

 

（倫理面への配慮）本事業では個人情報は扱わな

い。 

 

C. 研究結果 

＜普及啓発資材の開発＞ 

①未病の国民を対象とした CKD啓発資材 

以下のコンセプトで開発資材の開発を進めた。 

対象：CKD を知らない、CKD ステージ G1/2、20-40

代の未病の国民 

コンセプト：腎臓（の働き）の認知, CKD の認知 

目指す行動変容：腎臓への関心を持つ/年１回健診

に行く 

提供する情報：腎臓の働き/腎臓の位置・大きさ/ 

健診での指標/腎臓が病気になるとどうなるか/ 

CKDにならない生活習慣、等 

手法：クイズや驚きを与える情報で興味をひく 

「そうなの？」「なるほどね」 

用途：健診時や市民公開講座参加者に配布 

＜未病の国民向け啓発資材＞ 

    表紙     裏表紙 

          

中面 

研究要旨 

 医療従事者、行政機関、患者・家族、国民全体に慢性腎臓病（CKD）について普及啓発を行いより多くの

人が腎疾患対策を主体的に実践する体制を構築することを目標とし、対象者（未病の国民、生活習慣病等

CKDリスクを有する国民）に応じた適切な資材の開発を進めた。さらに、尿異常の検査結果のみかた、蛋

白尿の重要性を説明する資材を開発した。 
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②生活習慣病等 CKD リスクを有する国民を対象と

した CKD 啓発資材 

以下のコンセプトで開発資材の開発を進めた。 

対象：CKDリスク（高血圧/糖尿病/メタボ/ 

心臓病/過労・喫煙）がある/何らかの通院をしてい

る/症状なし/40-70代 

コンセプト：CKDとリスク因子の啓発/eGFRの周知 

目指す行動変容：受診する（eGFR 値により専門医

受診）、生活習慣の改善 

提供する情報：CKDと生活習慣病/CKDリスク因子/ 

eGFR値と行動/CKDの CVDリスク/CKDにならない生

活習慣/重症化の流れ 

手法：リスクのセルフチェック（基礎疾患/生活習

慣）/グラフ・図による訴求 

 

＜CKD リスクを有する国民向け啓発資材＞ 

 

 

③蛋白尿の重要性を説明する啓発資材 

以下のコンセプトで開発資材の開発を進めた。 

対象：蛋白尿を指摘されたことがある国民  

コンセプト：蛋白尿の啓発/健診受診重要性の周知 

目指す行動変容：蛋白尿を放置せず、受診する（蛋

白尿陽性により専門医受診） 

提供する情報：健診での尿所見のみかた、蛋白尿・

血尿を認める機序（糸球体障害）、蛋白尿を放置し

た場合の危険性（末期腎不全のリスク）、医療機関・

腎臓専門医を受診する目安 

 

＜蛋白尿の重要性を説明する啓発資材＞ 
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D. 考察 

本 WG では、医療従事者、行政機関、患者・家族、

国民全体に慢性腎臓病（CKD）について普及啓発を

行い、より多くの人が腎疾患対策を主体的に実践

する体制構築に資する「啓発資材の決定版」の作成

を目指した。 

 昨年度までの本研究版では、国民を対象とした

CKD（検尿、eGFR 測定）啓発資材（チラシ、動画等）

を作成してきた。また全国の啓発イベントで活用

できる CKD 理解の普及を目的としたクイズパネル

や、全国の市民公開講座等で使用する共通の

PowerPoint一式を作成して利用可能としてきた。 

 今年度は CKD発症抑制を第一優先とし、「未病の

国民に対する資材」と「生活習慣病等 CKDリスクを

有する国民に対する啓発資材」の開発を行った。さ

らには「蛋白尿の重要性を説明する啓発資材」の開

発も進め、全国の慢性腎臓病対策部会のブロック

代表、地区幹事への配布を行った。 

 当研究班で開発した資材も必要に応じて利活用

していくことで、さらなる普及啓発が進むことが

期待される。 

 

 

E. 結論 

新型コロナウイルス感染症が 5 類へ移行し、社会

経済活動の活性化に伴い、全国各地で感染対策を

徹底しつつ、従来の講演会、市民公開講座などの啓

発活動の開催数も徐々に回復している。ブロック

単位や県単位での実態調査と情報交換を実施する

ことにより、今後の CKD の普及、啓発を実践する

上での課題を浮き彫りにすることが可能となる。

今後も様々な場面で使用可能な普及啓発資材を作

成し、さらには患者会や行政との連携を強化する

ことで、CKDの早期発見・重症化予防に繋がること

が期待される。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 
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